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小渋川の石ころ標本ラベル



小渋川の石ころの特徴
全体的に灰色っぽいが緑っぽい石もある。

県内の河川で、かんらん岩を見つけることができる河原は小渋川くらい
である（少なくとも石ころ標本をつくった9河川では）。

四万十帯と呼ばれる付加体堆積物でできた南アルプスの赤岳付近から流
れ出てくるので、全体として砂岩（こしぶ15・16）が多い。その中に
チャートや結晶片岩、石灰岩、緑色岩が混じっている。とても少ないが、
運が良ければかんらん岩（こしぶ13）を見つけることができる。

今回、標本用の石ころを採取した場所が中央構造線よりも上流なのでマ
イロナイトは含まれないが、下流部ではふつうに見られる。



小渋川の河原



小渋川の石ころ



小渋川と南アルプス中部
赤石岳（写真中央の山）から直線状に流れ下る小渋川。

駒ヶ岳ロープウェイより

赤石岳 聖岳



小渋川と赤石岳
赤石岳周辺には、その名の由来となった赤っぽいチャートが露出する。

大鹿村より
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